



A Consideration of the Teaching Method for International 














































































































































































































































































































































経済交渉」の 4 つである。表 3 にあるように、グループ別型・ポー
カー型ゲームと全員参加型・自由裁量型ゲームとなった。
　ゲームの内容を簡単に説明すると、「戦争と外交」ゲームは 4

















4 人から 7 人でトランプを用いて実施するRPGである。このゲー





















渉」ゲームはRPGを 2 回実施し、解説授業を 1 回とする）。初回
のRPGの実施では、RPGをするとともに、授業内レポートと課題




























































































































































































　「多国間経済交渉」ゲームでは、 2 人から 3 人でグループを組
み、それぞれの役割を担ってもらった。彼らは基礎資料だけを与
えられ、どのように行動するのかは完全に自由であった。国際交
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